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鹿児島県鹿児島市
●●● ●●●●●●●
学校支援ボランティア事業
八幡小学校 八幡小学校

○�鹿児島市では、地域住民の知識・技能・経験を子供たちのために役立たせたいという熱い思いを生かし、組織的・計
画的に学校教育活動を支援してもらうために、「学校支援ボランティア事業」を実施している。
○�地域住民だけでなく、保護者や大学生もボランティア登録をしたり、事業所職員、青色パトロール隊員の協力など、
多様な主体の参画が、地域の活性化に大きな役割を果たしている。
○�学校からの様々なニーズに対応できるボランティア人材の発掘や効果的な活用が、地域住民の学校教育活動に対する
関心を高めている。

● 活動の特徴・工夫 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

【特徴的な活動内容】
○	「日本語の理解が十分でないため、個別の学習支援を依頼したい」
という外国人児童の保護者の声を受け、話し相手になったり、一
緒に学習活動を行ったりしている。
○	事業所職員の交通量の多い道路横断のための見守り活動や、青色
パトロール隊員の下校時の見回りや声かけ活動など、通学路の安
全確保に向けた取組が充実している。
○	特別支援学級における図工、体育、音楽等の実技を伴う活動では、
安全面に配慮した学習支援が展開されている。また、特別な支援
を要する子供が安心・安全に生活するための昼休みの見守り活動
などにより、子供たちの交流活動が充実している。
○	学校図書館における本の修理、図書の整理や学級での読み聞かせ
が充実し、読書活動の推進につながっている。

【実施に当たっての工夫】
○	学校支援ボランティア担当職員を位置付けるとともに、年度初め
に、地域コーディネーターが学校職員に対して本事業の趣旨説明
を行うことにより、本事業が円滑に推進されている。
○	大判ポスターの作成・掲示や校区社会福祉協議会広報紙での活動
紹介、地域教育協議会での説明等、大学を含む地域への広報活動
を積極的に行うことにより、学校と地域が一体的となった取組が
推進されている。
○	ボランティア同士の活動後の情報交換や、子供の感想などを掲載
した学校支援ボランティアだよりの配布などにより、学校と活動
者の本事業に対する相互理解が深まっている。

● 事業を実施しての効果・成果 ●●●●●●●●●●●●

○	本事業の趣旨や実施方法等への理解が深まり、教職員が子供と向
き合う時間の確保や地域の教育力の向上、地域の活性化につながっ
ている。
○	八幡校区コミュニティ協議会活動に、地域コーディネーターと協
議会委員とで組織する「地域教育協議会」を位置付けることにより、
本事業の推進への理解と啓発に効果を上げている。
○	子供の安心・安全につながる活動が、ボランティアの方々の参加
意欲を高めたり、高齢者の学校行事等への参加につながったりし
ている。
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○　鹿児島市では、地域住民の知識・技能・経験を子供たちのために役立たせたいという熱い思いを生かし、組織的・計画
　的に学校教育活動を支援してもらうために、「学校支援ボランティア事業」を実施している。
○　地域住民だけでなく、保護者や大学生もボランティア登録をしたり、事業所職員、青色パトロール隊員の協力など、多
様
　な主体の参画が、地域の活性化に大きな役割を果たしている。
○　学校からの様々なニーズに対応できるボランティア人材の発掘や効果的な活用が、地域住民の学校教育活動に対す
る
関心を高めている

○　本事業の趣旨や実施方法等への理解が深まり、教職員が子供と向き合う時間の確保や地域の教育力の向上、地域
の
　活性化につながっている。
○　八幡校区コミュニティ協議会活動に、地域コーディネーターと協議会委員とで組織する「地域教育協議会」を位置付ける
　ことにより、本事業の推進への理解と啓発に効果を上げている。
○　子供の安心・安全につながる活動が、ボランティアの方々の参加意欲を高めたり、高齢者の学校行事等への参加につ
ながったりしている
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■事業を実施しての効果・成果
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■活動の概要・経緯

放課後児童クラブとの連携学習支援

【特徴的な活動内容】
○　「日本語の理解が十分でないため、個別の学習支援を依頼したい」という外国人児童の保護者の声を受け、話し相手
に
　なったり、一緒に学習活動を行ったりしている。
○　事業所職員の交通量の多い道路横断のための見守り活動や、青色パトロール隊員の下校時の見回りや声かけ活動
な
　ど、通学路の安全確保に向けた取組が充実している。
○　特別支援学級における図工、体育、音楽等の実技を伴う活動では、安全面に配慮した学習支援が展開されている。ま
　た、特別な支援を要する子供が安心・安全に生活するための昼休みの見守り活動などにより、子供たちの交流活動が充
実している

ICT活用

■その他

【実施に当たっての工夫】
○　学校支援ボランティア担当職員を位置付けるとともに、年度初めに、地域コーディネーターが学校職員に対して本事業
　の趣旨説明を行うことにより、本事業が円滑に推進されている。
○　大判ポスターの作成・掲示や校区社会福祉協議会広報紙での活動紹介、地域教育協議会での説明等、大学を含む地
　域への広報活動を積極的に行うことにより、学校と地域が一体的となった取組が推進されている。
○　ボランティア同士の活動後の情報交換や、子供の感想などを掲載した学校支援ボランティアだよりの配布などにより、
　学校と活動者の本事業に対する相互理解が深まっている。
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